
　
「
里
親
」
と
は
、
様
々
な
事
情
か

ら
親
と
一
緒
に
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

を
、
あ
た
た
か
く
家
庭
に
迎
え
入
れ
、

そ
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
制

度
の
こ
と
で
す
。

　
播
磨
町
で
は
、
現
在
里
親
の
登
録

が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
稲
美
町
で

は
５
組
、
加
古
川
市
で
は
38
組
、
高

砂
市
で
は
３
組
の
里
親
が
活
躍
し
て

お
り
、
播
磨
町
で
も
登
録
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地

域
の
子
ど
も
が
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、

自
宅
か
ら
学
校
や
園
に
通
え
な
く
な

っ
た
と
き
に
、
地
域
で
子
ど
も
を
受

け
入
れ
て
く
れ
る
里
親
が
い
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
登
校
・
登
園
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
子
ど
も
は
生
活
の
変
化

が
少
な
く
て
済
む
こ
と
か
ら
、
気
持

ち
の
負
担
も
大
き
く
減
ら
し
て
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

週
末
だ
け
の
活
動
も

あ
り
ま
す

　
夏
休
み

や
年
末
年

始
、
週
末

な
ど
１
日

か
ら
１
週

間
ほ
ど
施

設
の
子
ど

も
を
迎
え

る
里
親
も

活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
わ
ず
か
な
時
間

で
も
、
家
族
一
緒
に
季
節
の
行
事
を

楽
し
ん
だ
り
、
お
菓
子
づ
く
り
や
買

物
を
し
た
り
、
里
親
と
の
家
庭
体
験

は
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
家
庭
を
築

く
と
き
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

共
働
き
世
帯
、
実
子

が
い
る
家
庭
、
単
身

者
な
ど
様
々
な
人
が

里
親
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す

　
学
童
保
育
や
保
育
所
・
こ
ど
も

園
を
利
用
し
な
が
ら
育
て
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
自
分
の
身
の
周
り

の
こ
と
が
で
き
る
中
学
生
・
高
校

生
を
受
け
入
れ
て
い
る
人
も
い
ま

す
。子ど

も
の
養
育
経
験

が
な
い
人
も
可
能
で

す　里
親
委
託
に
必
要
な
知
識
は
研

修
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
乳
児
院
や
児
童
養
護
施
設
で

食
事
や
遊
び
な
ど
を
通
じ
て
、
日

常
的
な
世
話
や
関
わ
り
方
を
学
ぶ

こ
と
（
実
習
）
も
で
き
ま
す
。

「
里
親
」と
い
う
制
度
、ご
存
知
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
10
月
は
里
親
月
間
で
す
〜

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
こ
ど
も
課
家
庭
支
援
係
☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
２

問

問
70
歳
以
上
の
人
、
要
介
護
認
定
３
〜
５
の
人

　
保
険
課
地
域
包
括
ケ
ア
係
☎
０
７
９-

４
３
５-

０
３
１
３

問
70
歳
未
満
で
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

　
健
康
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
１

問問

里
親
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま
す

養
育
で
の
困
り
ご
と
は
関
係
機
関
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
兵
庫
県
中
央
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
職
員
、
施
設
の
里
親
支
援
専
門

相
談
員
な
ど
の
支
援
を
定
期
的
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

☎
０
７
８-

９
２
３-

９
９
６
６

受
付
時
間
　
平
日
９
時
〜
17
時

里
親
制
度
説
明
会

播
磨
町
で
里
親
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
と
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。
制
度
や
里
親
の
体
験
談
な
ど
紹
介
し
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
職
員
や
、
里
親
支
援
の
専
門
相

談
員
、
地
域
で
活
動
中
の
里
親
さ
ん
が
さ
ま
ざ
ま
な
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

説
明
会
（
出
入
自
由
）

日
10
月
25
日
㈮
13
時
30
分
〜
16
時

場
中
央
公
民
館

パ
ネ
ル
展
示

日
10
月
22
日
㈫
〜
25
日
㈮

場
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

問
こ
ど
も
課
家
庭
支
援
係

☎
０
７
９-

４
３
５-

２
３
６
２

日場日場問

里親募集について
兵庫県ホームページ

　
播
磨
町
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
地
震
や
洪
水
・
高
潮

な
ど
の
風
水
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、
避
難
に
手
助
け
が
必
要
な
人
（
避

難
行
動
要
支
援
者
）
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
に
避
難
が
必
要
な
人
を

事
前
に
把
握
し
、
地
域
の
支
援
者

と
情
報
共
有
を
行
う
こ
と
で
、
日

頃
か
ら
の
地
域
の
見
守
り
と
、
災

害
が
発
生
し
た
時
の
避
難
支
援
の

仕
組
み
づ
く
り
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
票
の
送
付
対
象
者

⑴
既
に
名
簿
に
載
っ
て
い
る
人
の
、

更
新
の
た
め
の
調
査
（
昭
和
19

年
４
月
２
日
〜
昭
和
28
年
10
月

２
日
生
の
人
）

　
㋐
〜
㋕
の
い
ず
れ
か
で
、
自
ら

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
で
家
族
以

外
の
手
助
け
が
必
要
と
、
前
回
の

調
査
で
回
答
し
た
人

㋐
要
介
護
認
定
３
〜
５
の
人

㋑
身
体
障
害
者
手
帳
１
、
２
級
の

人
㋒
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
人

㋓
精
神
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人

㋔
70
歳
以
上
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

寝
た
き
り
の
人

㋕
そ
の
他
、
支
援
が
必
要
で
名
簿

登
録
を
希
望
し
た
人

⑵
新
た
に
名
簿
に
載
る
可
能
性
が

あ
る
人

①
70
歳
（
昭
和
28
年
10
月
３
日
〜

昭
和
29
年
４
月
１
日
生
）
の
人

②
69
歳
ま
で
の
、
㋐
〜
㋓
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

■
書
類
発
送
時
期

　
10
月
中
旬
以
降

■
回
答
方
法

　
同
封
し
て
い
る
返
信
用
封
筒
で
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い

いいとこ いっぱい！笑顔いっぱい！みんなでつくる ふるさと はりま

▶問合せ　企画課　☎079－435－0356
住民満足度調査結果をお知らせします

　令和３年度からスタートした「第５次播磨町総合
計画」に基づき、各種施策を進めています。
　まちづくり分野ごとの進捗を図るために実施した
満足度調査の結果の一部を報告します。
　多くの皆さんからご回答をいただき、
ありがとうございました。
　全調査結果は、町ホームページでご覧
いただけます。

調査の概要

調査結果

Ｑ　播磨町は暮らしやすいですか

Ａ　暮らしやすい　87.5％

Ｑ　主な施策の満足度について

Ａ　住み続けたい　87.5％

Ｑ　これからも住み続けたいですか

調査対象　町内在住の18歳以上の人
　　　　　（無作為抽出）
調査期間　令和６年５月１日～５月31日
調査方法　郵送による配布・回収
回収結果　配布数　1,000票
　　　　　回収数　490票（回収率49.0％）

年代別では、30歳代・60歳代・70歳代では「どち
らかといえば暮らしやすい」と答えた人が最も多く、
それ以外では「暮らしやすい」と答えた人が最も多
くなっています。　

年代別では、40歳代以上で「現在のところにずっと
住み続けたい」と答えた人が最も多くなっています。

46.3%
41.9%
41.2%

暮らしやすい

暮らしにくい

わからない

無回答

どちらかといえば
暮らしやすい

どちらかといえば
暮らしにくい

どちらともいえない

現在のところに
ずっと住み続けたい

わからない

その他

無回答

現在のところに
当面は住み続けたい

播磨町外のどこかに
移りたい

播磨町内のどこかに
移りたい

7.1%

1.8%

1.4%

0.2%
0.2%

1.6%

1.8%
0.9%

2.3%

7.6%

45.4%

54.5%
51.9%

31.2%

1.8%

3.7%

8.2%

0.4%
0.5%

8.1%

0.2%
0.2%

4.4%

3.5%

31.5%

令和6年度 令和5年度

令和6年度 令和5年度

令和6年度 令和5年度 施策の満足度が最も高い分野は「上・下水道の整
備」で、次いで「ごみの減量・リサイクル活動の推
進」などとなっています。一方、満足度が低い分野
は「公共交通の維持・確保」、次いで「商工業の振
興」となっています。

上・下水道の整備
ごみの減量・リサイクル活動の推進

公園緑地と水辺環境の保全
子育て支援の充実

歴史・文化遺産の保存と活用
子どもたちの学びの充実

健康づくりの推進と地域医療体制の充実
生涯学習の充実

健全な保険制度の運営
地域福祉の充実
高齢者福祉の充実

地域活動の活性化と住民協働の推進
市街地の整備

健全な行財政運営
防犯対策の充実 
生活環境の向上

消防・防災体制の強化 
障がい者福祉の充実

多文化共生・人権教育の推進
バリアフリー・ユニバーサルデザインの推進
道路・交通ネットワークの維持・整備

交通安全対策の充実
消費者安全の推進
農漁業の振興
商工業の振興

公共交通の維持･確保

3.6
3.6

3.4
3.4

3.4
3.2

3.3

3.4
3.3

3.3

3.2
3.3

3.2
3.2
3.2
3.2
3.2

3.2
3.1

3.1

3.1
3.0
3.1

3.0
3.1

3.0

3.1
3.0
3.1

3.0
3.0
3.0

3.0

3.1
3.0

3.0

3.0
3.0

3.0
3.0

3.0
3.0
3.0

2.9
2.9
2.9
2.9
2.9

2.8
2.7

2.6
2.7

※満足５点、やや満足４点、普通３点、やや不満２点、不満１点。昨年度
87.3%

昨年度
86.9%

　大き
な
災
害
が
発
生
し
た
直
後
な
ど
一

刻
を
争
う
時
は
、
行
政
に
よ
る
支
援
が
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
過
去
の
大
き
な
災
害
で

は
、
被
災
し
た
人
の
ほ
と
ん
ど
が
隣
近
所

や
地
域
の
人
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　阪神
淡
路
大
震
災
で
は
、
自
力
で
の
脱

出
が
困
難
に
な
っ
た
人
の
う
ち
、
消
防
や

警
察
、
自
衛
隊
な
ど
防
災
関
係
者
に
救
助

さ
れ
た
の
は
20
％
で
、
80
％
近
く
の
人
は

近
隣
の
住
民
に
よ
っ
て
救
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　災害
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
る

「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
同
意
書

兼
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
シ
ー
ト
」
が
届
き
ま
す

対
象
者

　
　４月
１
日
時
点
で
80
歳
以
上
の
人

　
　
　
　
　
　

※

79
歳
以
下
で
調
査
対
象
と
な
る
人
は
、
10
月
中
旬
に
個
別
に

　
　
　
　
　
　
送
付
し
ま
す
。

配
布
時
期

　９月
上
旬
〜
10
月
下
旬

配
布
方
法

　
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
民
生
委
員
が
訪
問
し
て
書
類
を
お
渡
し
し

　
　
　
　
　
ま
す
。
（
一
部
地
区
は
郵
送
で
届
き
ま
す
）

　登録
用
紙
に
、

「
平
常
時
か
ら
の
個

人
情
報
の
提
供
」
に

同
意
を
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
避
難
支

援
等
関
係
者
の
平
常

時
の
見
守
り
活
動
や
災
害
時
の
避
難
支
援

体
制
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日
頃
か
ら
お
互
い
に
「
顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
」
を
す
す
め
る
た
め
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

避
難
支
援
等
関
係
者

　
（
町
か
ら
情
報
を
提
供
で
き
る
団
体
）

消
防
署
・
自
主
防
災
組
織
・
自
治
会
・

消
防
団
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
児
童
委

員

問保険課地域包括ケア係
　☎079-435-0313
問

避難行動要
支援者名簿

作成のため
、

調査にご協
力をお願い

します

名簿登録の流れ
配布された「避
難行動要支援者
名簿登録同意書 
兼 セルフプラ
ンシート」を記
入し、提出をお
願いします。
必ず提出をして
ください。

名簿を自主防災組織などへ渡し
ます。
平常時から、提供された情報を
地域での見守り活動などに活か
します。

災害発生時のみ、同意しない人
も含めた名簿を行政から自主防
災組織などに提供します。

災害時の避難に
支援が必要だが、
支援者がいない人

平時からの
個人情報提供の
同意について
お尋ねします

提出のみで終了

支援を
必要としない人

同意する人

同意しない人

な
ど
、
自
分
で
出
来
る
こ
と
は
可
能
な
限

り
行
う
（
自
助
）
と
と
も
に
、
地
域
の
助

け
合
い
が
（
共
助
）
が
非
常
に
重
要
と
な

り
ま
す
。

避
難
の
際
に
支
援
が
必
要
な
人

の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

　播磨
町
で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基

づ
き
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど
自

ら
避
難
す
る
事
が
困
難
で
あ
り
、
避
難
時

に
特
に
支
援
が
必
要
な
人
（
＝
避
難
行
動

要
支
援
者
）
の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　災害
時
に
避
難
支
援
が
必
要

な
人
を
事
前
に
把
握
し
、
地
域

の
支
援
者
（=

避
難
支
援
等
関

係
者
）と
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、

日
頃
か
ら
の
地
域
で
の
見
守
り
と
、
災
害

が
発
生
し
た
時
の
避
難
支
援
の
仕
組
み
づ

く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
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固定資産税の減額制度　問税務課資産税係☎︎079-435-0358
次の３つのいずれかの一定要件を満たす改修工事を行うことで家屋に対する固定資産税が減額
される制度があります。（都市計画税は減額の対象外）いずれの申請も、工事完了後３カ月以内
に申告があったものに限ります。対象となるのは、住宅の居住部分のみで土地は対象外です。

●住宅耐震改修に伴う減額措置
対象住宅　昭和57年１月１日以前に建築され

た住宅
対象工事　令和８年３月31日までに完了する

現行の耐震基準に適合した改修工事で、工事費用
が50万円を超えるもの　
対象面積　１戸につき120㎡までの居住部分

※省エネ改修及びバリアフリー改修に伴う減額措
置は同時に適用できません。

●省エネ改修に伴う減額措置
対象住宅　平成26年４月１日以前に建築され

た住宅（賃貸住宅は除く）　令和８年３月31日ま
でに完了し、改修後の住宅の床面積が50㎡以上
280㎡以下のもの
対象工事　次のAかBどちらかの要件を満たす

こと
A 　次の工事費用で補助金等を除く自己負担額
が60万円を超えるもの　①窓の断熱改修工事

（必須）②床の断熱改修工事③天井の断熱改修工
事④壁の断熱改修工事（外気などと接する工事
に限る）
B 　次の工事費用で補助金等を除く自己負担額
が50万円超であって、次のいずれかの機器の
設置にかかる工事費用と合わせて60万円を超
えるもの　①太陽光発電装置②高効率空調機③
高効率給湯器④太陽光利用システム

対象面積　１戸につき120㎡までの居住部分
※住宅耐震改修に伴う減額措置と同時に適用でき
ません。但し、バリアフリー改修に伴う減額措置
については併用して適用できます。（認定長期優良
住宅の場合を除く）
●バリアフリー改修に伴う減額措置
対象住宅　新築された日から10年以上を経過

した住宅（貸家住宅は除く）で、次のいずれかの条
件に該当する人が住んでいる住宅　①65歳以上の
人②要介護または要支援認定を受けている人③身
体障害者手帳や療育手帳などを持っている人
対象工事　令和８年３月31日までに完了する

次の工事で、補助金などを除く自己負担額が50万
円を超え、住宅の床面積が50㎡以上280㎡以下の
もの　①廊下の拡幅　②階段の勾配の緩和　③浴
室の改良　④トイレの改良　⑤手すりの取り付け　
⑥床の段差解消・滑り止め　⑦出入口の戸の改良
対象面積　１戸につき100㎡までの居住部分

※住宅耐震改修に伴う減額と同時に適用はできま
せん。但し、省エネ改修に伴う減額措置について
は併用して適用できます。（認定長期優良住宅の場
合を除く）

住宅耐震改修に
伴う減額措置

省エネ改修に
伴う減額措置

バリアフリー改修
に伴う減額措置
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